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ペ 匂ごと

富山アマチュア・マジシャンズクラブ

人表滋代沢一口同

す。しかも科学の進歩に平行する永遠性をも

ってります。想像から創造ヘ、世はアイデア

時代とて、固定観念をひっくり返す思考こそ、

奇術の本質なのです。

「タネも仕掛けもありません」とりう前口

上は、暗示をかけたもので、奇術とタネは切

っても切れなり関係!こあります。ところがタ

ネを知っても演技が下手では効果はあがりま

せん。よく器用な人でなければとりわれます

が、それよりも好奇心とユーモアのセンスが

あればOKです。要はタネと手/1，債を正確に知

り、それをよくよく練習じてりけば、誰にで

もてきるのです。

身近にある l本のロープが、「アツ !Jとり

わせる意外性を生み、自分もみんなも楽じま

せ、笑りをかもすところに、アマチュア奇術

のだりこ味があります。また技術を善意銀行

に預託し、日月るり社会づくりに奉仕できるこ

とも室ひのひとってすむもちろんアマだから

とりって失敗は許されません。芸の道はきび

しりのです。 30年前クラブの発表会て明人体

交換H や明美女空中浮揚H など、大仕掛けの

モノも演じましたが、やはり基本はスライハ

ンド・マジック(手品)にあります。

人にやさしり手品一ーさあ、あなたも、不

思議の扉を開けてくださり/

今日ては、クリスマスのファミリー ・パー

ティに、マジックは欠かせなり存在てす。

奇術の起源は古代工ジプトに始まるのです

が、日本ては江戸時代に川南京手妻H が人気

を呼び、明治には洋行帰りの松旭済天ーが西

洋奇術を披露し m水芸H を完成させ、大正 ・

昭和にその弟子 ・天勝はレビュー形式をとり

入れ日魔術の女王H とじて君臨しました。

小学校5年生のとき、大道手品て m変化の

トランプH を買ったのが病みつき。図面や手

工が得意、てあった私は、その頃はやった忍術

映画や探偵小説のトリック!こ興味をもち、天

勝の華麗なショーに空想を馳せたものです。

私はほとんど独習で技術を会得じ、自己流の

演出を考えました。求めた本も50数冊、なか

には昭和2年発行「奇々妙々手品種明しj 定

価35銭や18年の「奇術の世界J (初版本)定価

2円50銭など、貴重なネタ本もあります。昭

和29年に天勝魔術団と名乗る一座が来富、そ

の後も天洋や天功の大舞台を拝見。歌謡ジヨ

ーの前座の奇術師と楽屋て交歓し、また印度

大魔術団などが来日すれば上京したものです。

奇術の世界ては、思う存分の夢を楽しむこ

とができます。奇術は単なるゴマカジではな

く、常識の虚をつく錯覚美化の芸術です。視

覚的なものよりも、心理的なものが強りので

フィールド・八ラー・ジャズ・オーケストラ代表

岡本勝之さん

今
年
の

9
月
に
は
幻
名
の
メ
ン
バ

ー
で
ジ
ャ
ズ
の
本
場
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
、
世
界
有
数
の
伝
統
を
誇
る
「
モ
ン
タ
レ

l
・

ジ
ャ
ズ

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
演
。
プ
ロ
の
有
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
も
多
数
出
演
す
る
な
か
、
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
曲

を
次
々
と
披
露
し
て
聴
衆
か
ら
大
き
な
喝
采
を
浴
ぴ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
演
奏
が
本
場
の
人
た
ち
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え

る
の
か
不
安
で
開
演
前
は
随
分
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も

一
曲

目
か
ら
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
立
ち
上
が
っ
て
声
援

を
送
っ
て
く
れ
る
姿
が
目
に
映
り
ま
し
た
。
曲
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
雰
囲
気
が
ど
ん
ど
ん

伝
わ
り
、
会
場
と
自
分
た
ち
が

一
体
化
し
て
い
く
の
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
思
い
切
り
演
奏
で
き

た
ん
で
す
U

普
段
、
仕
事
の
合
間
を
ぬ
い
な
が
ら
、
週

一
回
の
定
例
練

習
や
定
期
演
奏
会
の
ほ
か
、
昨
年
か
ら
は
県
外
の
バ
ン
ド
と

の
交
流
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
ジ
ャ
ズ
に
魅
せ
ら
れ
た
メ
ン

バ
ー
た
ち
。
こ
の
ジ
ャ
ズ

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ほ
か
に
も

渡
米
中
に
は
、
芸
術
大
学
の
ジ
ャ
ズ
学
科
で
指
導
を
受
け
た

り、

学
生
と
の
交
流
演
奏
会
に
出
演
し
た
り
、
ま
た
名
ギ
タ

リ
ス
ト
、
ブ
ル
ー
ス
・
フ
ォ
ア
マ
ン
が
出
演
す
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
で
演
奏
す
る
な
ど
最
高
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
「
向
こ
う
に
行
く
前
は

『
こ
ん
な
経
験
は
、

一
生
に

一
度
だ
ろ
う
ね
』
と
言
っ

て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
帰
国
す
る
な

り
、
口
を
そ
ろ
え
て
、

『絶
対
も
う

一
回
優
勝
し
て
ア
メ
リ
カ

へ
い
く
ぞ
』
で
す
か
ら
ね
。
今
回
の
晴
れ
舞
台
は
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
大
変
刺
激
に
な

っ
た
み
た
い
で
す
U

メ
ン
バ
ー
の

意
気
込
み
を
話
し
な
が
ら
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
岡
本

さ
ん
。
複
雑
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
な
か
に
も
人
間
的
な
暖
か
み

が
感
じ
ら
れ
る
そ
ん
な
ジ
ャ
ズ
の
素
晴
ら
し
き
を
、

一
人
で

も
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
充
電
完
了
で
す
。

「昨
年
の

8
月
、
全
日
本
社
会
人
ジ
ャ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

勝
し
、
今
回
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ズ
祭
に
招
待
さ

れ
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
演
奏
し
よ
う
と
い
う
こ
ち
ら
の
気
持

ち
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
て
と
て
も
感
激
し
ま
し
た

ね
U

と
、
ア
マ
チ
ュ
ア

・
フ
ル
バ
ン
ド
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ

ラ
l
・
ジ
ャ
ズ

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

の
代
表
岡
本
勝
之
さ
ん
。

初
年
前
に
結
成
し
て
以
来
、
砺
波
市
を
中
心
に
活
動
を
続
け
、



よりよい看護のために海外研修「ぶつけよう君の真剣!Jを合言葉に
第1固「看護の翼」派遣

県
内
の
保
健

・
医
療

・
福
祉
機
関
に
勤
務
す
る
中
堅
看
護
職
員

を
海
外
に
派
遣
す
る
第

一
回
「
看
護
の
翼
」
の
一
行
士一
十

一
名
が
、

十
月
十
五
日
か
ら
四
日
間
の
日
程
で
韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
派
遣
事
業
は、

看
護
職
員
が
国
際
的
視
野
を
広
め
る
と
と

も
に
県
内
の
保
健
医
療
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
初

め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
団
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
医
科
大
学
江
南
聖
母
病
院
と
大
韓
看

護
協
会
を
親
善
訪
問
し
、
韓
国
の
看
護
の
現
状
を
視
察
。

ま
た
、
韓
国
民
族
村
や
高
麗
青
磁
の
窯
元
の
見
学
、
礼
智
院
(
花

嫁
学
校
)
で
の
韓
国
の
礼
儀
作
法
の
実
習
や
キ
ム
チ
作
り
な
ど
を

通
し
て
韓
国
の
風
俗

・
文
化
に
触
れ
、

団
員
相
互
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

今
回
の
成
果
を
踏
ま
え
、

一
人
で
も
多
く
の
看
護
職
員
が
よ
り

よ
い
看
護
に
努
め
て
い
け
る
よ
う
に
、

今
後
と
も
、

「看
護
の
翼
」

事
業
を
継
続
し
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
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プレ技能五輪フォーラム

初
の
地
方
開
催
と
し
て
、
来
年
、
富
山
県
で
予
定
さ
れ
る
第
三

十
二
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
。
そ
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

プ
レ
技
能
五
輪
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
十
月
二
十

一
日、

富
山
市
民
プ
ラ

ザ
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

近
年
、
技
能
労
働
者
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
な
か
に

あ
っ
て、

技
能
五
輪
全
国
大
会
は
、

若
い
技
能
者
た
ち
に
目
標
を

与
え
技
能
水
準
を
高
め
る
と
と
も
に
、
技
能
者
の
社
会
的
評
価
の

向
上
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
狙
い
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
中
沖
知
事
が
、
「
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機

と
し
て
、
働
き
が

い
と
生
き
が
い
が
実
感
で
き
る
大
会
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
今
年
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
富
山
県
選

手
団
壮
行
会
が
行
わ
れ
、

中
沖
知
事
か
ら
団
長
の
戸
田
清

一
県
職

業
能
力
開
発
協
会
会
長
に
団
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

三
菱
総
合
研
究
所
取
締
役
相
談
役
の
牧
野
昇
氏
が

「働
き
が
い
の
あ
る
職
業
生
活
と
技
能
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
」
と
題
し
基
調
講
演
。続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
牧
野
氏
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
加
わ
り
、
若
者
の
製
造
業
離
れ
や
モ
ノ
づ
く
り
の
重
要
性
を
討

論
。
会
場
で
は
多
く
の
若
者
が
そ
の

一
言
一
言
を
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
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とやま国際環境会議
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地球規模で考える環境問題

日露友好の新たなる1ページ
富山アピール採択

「
と
や
ま
国
際
環
境
会
議
」
が
、
十
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間

に
わ
た
り
富
山
市
の
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
世
界
十
二
か
国
と
世
界
銀
行
な
ど
三
つ
の
国
際
機
関

の
専
門
家
や
各
都
道
府
県
の
関
係
者
な
ど
約
三
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

とやま国際環境会議・開催

こ
の
会
議
は
、
昨
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ

ッ
ト

の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の

一
環
と
し
て
聞
か
れ
た
も
の
で
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
酸
性
雨
に
関
す
る
専
門
家
の
会
合
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
球
環
境
保
全
に
向
け
た
自
治
体
の
国
際
協

力
や
地
域
の
環
境
保
全
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
延
べ
五

回
聞
か
れ
た
専
門
家
会
合
で
は
東
ア
ジ
ア
地
域
で
関
心
の
高
ま
っ

て
い
る
酸
性
雨
へ
の
対
策
や
環
境
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
酸

性
雨
被
害
観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
各
国
共
通
の

観
測
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

当
会
議
を
通
じ
て
、
参
加
者
は
、
地
球
環
境
保
全
に
向
け
て
、

国
や
立
場
の
違
い
を
越
え
た
協
力
体
制
づ
く
り
の
重
要
性
を
再
認

識
し
て
い
ま
し
た
。
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東アジア盤世南モニヲリンクネットワークに腐す吾専門家会合

日露極東知事会議

日
本
と
ロ
シ
ア
極
東
聞
に
お
け
る
地
方
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
現

状
と
展
望
を
話
し
合
う
初
の
日
露
極
東
知
事
会
議
が
、
十

一
月
九

日
と
十
日
の
両
日
、
宇
奈
月
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
両
国
の
政
府
関
係
者
の
ほ
か
、
富
山
県
を
は
じ
め

日
本
海
側
を
中
心
と
す
る
十
六
都
道
府
県
、
ま
た

ロ
シ
ア
極
東
地

方
か
ら
は
沿
海
地
方
な
ど
五
地
方

・
州
の
知
事
等
が
参
加
。
開
会

に
先
立
ち
行
わ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
で
は
、
細
川
首
相
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
後
中
沖
知
事
が
「
両
国
の
交
流
を
進
め
、

日
本
海
が
平
和
と
発
展
の
海
に
な
る
こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ロ

フ
・
サ
ハ
リ
ン
州
知
事
が
乾
杯
を
主
唱
し
、
両
国

の
参
加
者
が
和
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
地
方
交
流
全
般
、
文
化
交
流
、
技
術
支
援
、
経
済
交

流
を
テ
l
マ
と
し
た
四
つ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
討
議
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

二
日
間
に
わ
た
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
両
国
知
事
等

か
ら
地
域
間
交
流
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
協
力
関
係
推
進

の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
終
始
活
発

な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、

こ
の
会
議
を
第

一
回
と
し
て
、
毎
年

一
回
を
目
途
に

会
議
を
継
続
し
て
開
催
し
、
日
露
聞
の

地
域
交
流
の
中
核
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
く
決
意
を
表
明
す
る

『富
山
ア
ピ
ー

ル
』
を
採
択
し
て
閉
幕
し
ま
し
た
。
会

議
終
了
後
の
共
同
記
者
会
見
で
は
、
「
日

露
の
歴
史
の
中
に
新
た
な

一
ペ
ー
ジ
を

開
く
会
議
と
な
っ
た
」
(
中
沖
知
事)、

「第
二
回
会
議
は
イ
ル
ク
l
ツ
ク
で
開

く
用
意
が
あ
る
」
(
ヴ
ァ
シ
リ
エ
フ
・
イ

ル
ク
l
ツ
ク
州
知
事
)
な
ど
、
今
後
の

日
露
友
好
関
係
の
進
展
に
大
き
な
意
義

の
あ
る
会
議
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
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この一年

力によ

ルの評

てきた

業績をしっかりと受け継ぎ、さらに実りある成果を加え、来る

べき21世紀に引き渡すことが、今後の大きな課題となっていま

す。

富山県では、未来を洞察する明確なビジョンを持ち、これを

着実に実行していくために新富山県民総合計画に基づきJ人材

立県J r生活立県J r国際立県」の三つの立県構想を掲げて、個

性あふれる諸施策を展開してきました。今回は「明日を拓く人

づくり J r魅力ある郷土づくり J r活力ある産業づ くり 」の三大

政策に沿ってこの一年を振り返ってみましょう 。

企東アジア(黄海 ・日本海)をめ ぐる富山県

友好の船'93( 5 /6~21 日 )

明日を拓く人づくり

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
増
額
を
行
う
と
と
も
に
老
人
保
健
福
祉
計
画

や
福
祉
の
中
核
を
担
う
総
合
福
祉
会
館
(
仮
称
)
の
基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
で
は
、
新
た
に
糖
尿
病
ケ
ア
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、

エ
イ
ズ
対
策
推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
正
し

い
知
識
の
普
及
等
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、

砺
波
社
会
保
険
事
務
所
が
完
成
し
、
四
月
か
ら
業
務
を
開
始

し
た
ほ
か
、
県
立
中
央
病
院
で
は
、
四
月
か
ら
院
外
処
方
せ
ん
を
発
行

す
る
と
と
も
に
診
療
棟
の
改
築
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
他
、

富
山

医
科
薬
科
大
学
看
護
学
科
の
開
設
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
看

護
の
翼
を
実
施
す
る
な
ど
、
看
護
職
員
の
人
材
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
二
0
0
0
年
国
体
の
開
催
に
向
け
て
、

富
山
県
漕

艇
場
が
六
月
に
、
ま
た
全
国
初
の
九
コ
ー
ス
ト
ラ

ッ
ク
を
採
用
し
た
県

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
が
十
月
に
供
用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
県
営

プ
l
ル
の
建
設
や
西
部
総
合
体
育
館
(仮
称
)
の
基
本
計
画
の
策
定
に
取

り
組
む
な
ど
、
県
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
の
健
康

・
体
力
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
第
一
回
県
民
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
冬
季
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

合
川

d

司
第
一
回
富
山
県
民
ス
ポ
ー
ツ
レ

総

O

ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
祭
冬
季
大
会・

一耕

一糾

「

雪
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
(1
/
引
)

等

大
高
進

国
株

会
民

度

県
年

会
向
。
吠
'

成

育

。

平
体

川

企

何エ竣場艇益
田県山山

{
富v

 

来
年
開
催
予
定
の
第
六
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
映
像
の
時
代

に
対
応
し
た
新
し
い
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
六
月
に
県

民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
に
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
活
用
し
た

映
像
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
県
立
高
等
学
校
に
新
た
に
福

祉
コ

l
ス
を
二
校
設
置
し
た
ほ
か
、
十

一
月
に
は
、

第
三

回
全
国
産
業
教
育
フ

ェ
ア
を
開
催
し
、
産
業
教
育
の

一
層

の
振
興
と
活
性
化
に
努
め
ま
し
た
。

A映像センター開設 (6/10)

県総合運動公園砂

陸上積技場開園
(10/1) 

l 主ーなできごと~年12月-!93年111 月 l 
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東
ア
ジ

ア
(黄
海
・
日
本
海
)
を
め
ぐ
る
富
山
県
友
好
の

船
幻
と
し
て
青
年

・
婦
人
を
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
へ
派

遣
し
て
、
友
好
親
善
を
深
め
る
と
と
も
に
、
友
好
の
船
の

回
航
を
活
用
し
、
小
・
中
・

高
校
生
と
高
齢
者
の
富
山
県

ふ
れ
あ
い
の
船
幻
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
若
者
の
定
着
と
県
外
人
口
の
流
入
、
子
供
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
の
整
備
な
ど
を
検
討
す
る
人
口
問
題

懇
話
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

い
き
い
き
長
寿
財
団
の
事
業
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
支

援
し
た
ほ
か
、
新
た
に
高
齢
者
パ
ス
教
室
を
実
施
し
て
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
の
ゆ
と
り
の
創
造
や
余
暇
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
、
ゆ

・
と

・
り
推
進
富
山
県
民
会
議
と
連
携
し

な
が
ら
、

余
暇
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
余
暇

名
人
等
の
発
掘
に
努
め
ま
し
た
。
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12月定例県議会(ー17日)

第 8回イメージディレクター懇
壬'*-と』
員火 =

新とやま女性プラン策定記念シ

ンポジウム ‘

「障害者の日」キャラパンキャン
ノ『、ー- _..〆

いきいき富山冬の旅観光キャン

ペーン(-3月15日)

立山山麓スキー場オ ープニング

フェステイノてル

県立中央病院第2期工事起工式

国民文化祭基本構想検討委員会

わたしたちの壁画'93展(-3月

10日)
若者代表知事懇談会

「福祉の庖J10周 年記念フ ェスタ

雪美の広場 ・スノ ーアー トとや

ま'93(-2月28日)
スポーツ振興懇話会

第 5回2000年国体等懇話会

第 1回富山県民スポーツレクリ

エー ション祭冬季大会

「雪のシンフォ二一」

省資源 ・省エネルギー運動富山

県民大会

常陸宮同妃両殿下ご来県(-9日)

第 3回花と緑の冬のフェスティ

ノりレ(ー15日)

日本海博物館(仮称)基本構想策

定委員会

「県産材振興計画」及び「林業担

い手対策」に関する報告書の提

出

うるおい環境とや ま賞顕彰式

2月定例県議会(ー 3月24日)

県立近代美術館企画展「美との

夫サ言舌'93J(-4月11日)
TOYAMA NOW in 原宿(-24日)

ねたきり防止国際セミ ナー

砺波社会保険事務所落成式

第 1回ジャパンエキスポ富山'92
協会解散式

県庁前公園花時計始動式

全国都市緑化とや まフェ ア準備

委員会事務局開設式

第32国技能五輪実行委員会事務

局開設式

富山県立大学入学式

いきいき富山観光キャンペーン

'93オープニングフェスティパル

富山県防災情報システム竣工式・

記念シンポジウム

県立中央病院院外処方せん発行

ジミー・カータ一元米国大統領

来県(-14日)

農村環境整備シンポジ ウム

富山空港第 1期国際線旅客タ ー

ミナルピjレ竣工式

河川|情報システム竣工式

富山・ソウル便就航記念式典

太閤山ランドエキスポ記念施設

開園式

県西部地方拠点都市地域第 1次

指定

来
年
四
月
の
県
立
大
学
の
大
学
院
の
開
設
及
ぴ
、
平
成
八
年

度
開
催
の
国
民
文
化
祭
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
十

一
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
新
川
文
化
ホ
l
ル
(
仮
称
)

の
建
設
を
進
め
る
と
と
も
に
本
県
の
文
化
振
興
の
基
本
的
方
向

を
明
ら
か
に
す
る
文
化
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

12月2日

12月8日

12月9日

12月15日

12月18日

1月5日

1月7日

1月15日
1月18日

1月19日

1月26日
1月31日

2月4日

2月7日

2月13日

2月23臼

2月24日

3月20日

3月23日
3月25日
3月29日

4月 1日

4月8日

4月11日

4月12日

4月13日

4月14日
4月21日

4月22日
4月26日
4月27日



魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

V中央植物園開園(10/1) 

4日露極東知事会議

( 11 /9~ 10 ) 

沿海地方友好提携 1周年砂

記念事業(ト ヤマデー)(5/19)

1主な耐と叩刊年11月 l

4富山空港第 1期国際線

旅客ターミナルビル竣
工 (4/21)

十
月
に
は
県
営
ダ
ム
と
し
て
は
最
大
規
模
の
境
川
ダ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
桂
湖
及
ぴ
そ
の
周
辺
を
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
拠
点
と
す
る
た
め
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
石
動
・金
沢
聞
に
続

い
て
十
月
に
糸
魚
川
・
魚
津
間
の
建
設
工
事
起
工
式
が
行
わ

れ
、
本
格
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
全
線
整

備
の
明
確
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

富
山
空
港
で
は
、
四
月
に
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ

ル
が
竣
工
し
、
国
際
空
港
と
し
て
の
大
き
な

一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
夜
間
駐
機
の
た
め
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

新
湊
大
橋
(
仮
称
)
に
つ
い
て
事
業
化
の
た
め
の
調
査
に

着
手
し
た
ほ
か
、
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
基
礎
調
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

四
月
か
ら
新
た
に
河
川
情
報
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運

安
全
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
再
生
利
用
対
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
十
月
に
は
環
境
庁
と
共
催
で
環
境
問
題
に
お
け

る
国
際
協
力
の
あ
り
方
や
地
域
環
境
保
全
活
動
等
に
つ
い

て
協
議
す
る
と
や
ま
国
際
環
境
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
次
の
交
通
安
全
緊
急
対
策
と
し
て
、
交
通

信
号
機
の
増
設
、
交
差
点
の
改
良
、
道
路
照
明
の
整
備
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

花
と
緑
の
県
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
な
る
中
央
植

物
園
が
十
月
に
開
園
し
た
の
を
は
じ
め
、
専
門
植
物
園
で

あ
る
頼
成
の
森
水
生
植
物
園
や、

林
業
試
験
場
樹
木
園
が

相
次
い
で
開
園
す
る
な
ど
、
植
物
公
園
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
県
民
か
ら
公
募
す
る
ふ
る
さ
と
の
眺
め

再
発
見
事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
平
成
八
年
度
の
全
国
都

市
緑
化
と
や
ま
フ

ェ
ア

の
開
催
に
向
け
諸
準
備
を
進
め
ま

し
た
。
四
月
に
は
東
京

一
極
集
中
是
正
を
図
る
地
方
拠
点

都
市
地
域
に
県
西
部
地
域
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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海
王
丸
パ
!
ク
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
八
月
に

は
、
環
日
本
海
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
な
る
日
本
海
博

物
館
(
仮
称
)
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
な
ど
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、

立
山
カ
ル
デ

ラ
砂
防
総
合
展
示
施
設
の
基
本
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

初
め

て
の
国
際
定
期
便
で
あ
る
富
山
・
ソ
ウ
ル
便
が
四

月
に
就
航
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ソ
ウ
ル
に
相
互
交
流
の
窓

口
と
し
て
海
外
事
務
所
を
設
置
し
た
ほ
か
、
六
月
に
は
日

韓
地
域
間
交
流
促
進
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な

ど
、
韓
国
と
の
交
流
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
対
岸
諸
国
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、

環
日

本
海
映
画
祭
を
開
催
し
た
ほ
か
、
各
国
の
高
校
生
を
招
い

て
、
七
月
に
サ
ッ
カ
ー
、
十
月
に
は
陸
上
競
技
の
環
日
本

海
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、

沿
海
地
方
と
の
友
好
提
携
一
周
年
を
記
念
し

て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
、

ト
ヤ
マ
デ
l
を
実
施
し
、
伝
統

文
化
の
紹
介
な
ど
に
よ
り
、
相
互
の
理
解
を
深
め
た
ほ
か
、

十

一
月
に
は
、
初
め
て
の
日
露
極
東
知
事
会
議
が
宇
奈
月

町
で
開
催
さ
れ
、
文
化
、
経
済
な
ど
の
交
流
の
現
状
と
将

来
の
展
望
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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第44回富山県植樹祭

いきいき富山 まるごと東京あ っ

たかチ ューリップの湯

銀座 みゆき 通 りチューリップカ

ーペット

富山県ふれあいの船(-5日)

東アジア(黄海・ 日本海)をめ ぐ

る富山県友好の船'93(-21日)

平成5年度 「とやま賞」贈呈式

「看護の日」ふれあいトーク

新湊漁港東西連絡道奈呉の浦大

橋竣工式

沿海地方友好提携 1周年記念事

業(トヤマデー)

消費者月間記念富山県大会

北陸新幹線建設促進富山県民総

決起大会

知事のまちまわ Lパ氷見市)

県展(ー11日)

「映像センターJr学習サロンJ開

設式

日韓地域間交流促進のためのセ

ミナー

6月定例県議会(ー29日)

県栽培漁業センタークロ ダイ生

産施設竣工式

第 1囲人口問題懇話会

頼成の森水生植物園竣工式

皇太子殿下ご成婚記念植樹

富山県漕艇場竣工式

平成5年度地域づくりリーダー

養成塾開講式

第 5国富山国際現代美術展開会

式(-9月15日)
日本の心のふるさとを守り育て

る飛越協議会総会

富山県・岐阜県知事懇談会

富山県緑化推進県民会議

JWFプレフォーラム

第 1回環日本海インターハイサ

ッカー親善交流大会(ー23日)

全国生涯学習フェスティパル準

備委員会設立総会

富山くすりフェア(ー31日)

宇奈月国際会館「セレネ」竣工式

とやま・ふくおか家族旅行村開村式

富山県未来財団発足

全国高校ユネスコ大会

富山県刊行物センターオーフン

日本海博物館(仮称)基本構想策

定委員会報告

'93出会いふれあいの道フェステ

イノてjレ

信州博覧会 「富山県の日」

ジヤノてン ワイルドライフ フ

ヱステイノりレ'93rーこども士也E求
学校一J(ー22日)

エキスポとやま博1周年 JET記

念フェスタ

障害者雇用促進大会

第 5回全国勤労者綱引大会

9月定例県議会(ー29日)

天皇賜杯第48回全日本軟式野球

大会・高円宮同妃両殿下ご来県

富山空港開港30周年・空の日記

念事業(-23日)

平成5年度海外派遣報告展

(ー26日)

5月7日

5月9日

5月18日

5月26日
5月27日

5月28日
6月5日

6月10日

6月15日

6月16日

5月19日

4月28日
4月29日

5月2日

5月6日

6月19日

6月26日
7月 1日

7月5日

7月9日

7月12日
7月21日

7月26日

7月30日

7月3日

7月31日

8月2日
8月7日

8月28日

9月6日

9月12日
9月13日

9月17日

9月19日

9月25日

8月10日

8月13日
8月19日



活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

4 

流

務

交

事

-
易
進
川り

-
貿

推

札

-
海
一

引

園
田
本
タ

置

日

ン
設

g
環

セ
局

企

環
日
本
海
貿
易
交
流
セ
ン
タ
ー
権
進
事
務
局

施
策
の
実
施
の
た
め
に

県
民
に
聞
か
れ
た
県
政
を
推
進
す
る
た
め
、
県
政
パ
ス

教
室
や
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
し
た
広
報
活
動
を
充
実

し
た
ほ
か
、
八
月
に
は
、
県
の
刊
行
物
を
広
く
普
及
す
る

た
め
、
県
民
会
館
内
に
富
山
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

週
刊
誌
、
地
下
鉄
広
告
な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も
に
引

き
続
き

T
O
Y
A
M
A
N
o
w
-
n
原
宿

を
開
催
し
た

ほ
か
、
自
然
や
野
生
生
物
を
テ

l
マ
と
し
た
映
像
の
祭
典

主なできごと胴~年111 月 l 

‘富山くすりフ ェア
(7 /30~3 1) 

環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
貿
易
と
投
資
に
関
す
る
情
報

提
供
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
十
月
に
環
日
本
海
貿
易

交
流
セ
ン
タ
ー
推
進
事
務
局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
の
拡
張
や
、

小
矢
部
南

部
丘
陵
企
業
団
地
の
環
境
現
況
調
査
に
取
り
組
み
、
企
業

立
地
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

集
落
営
農
体
制
を

一
層
推
進
す
る
た
め
、

エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
の
基
幹
施
設
の
整
備
に
助
成
し
た
ほ
か
、

快
適
な
農
村
環
境
の
創
造
に
努
め
る
目
的
で
、
新
た
に
富

山
県
農
村
環
境
創
造
基
金
を
造
成
し
ま
し
た
。
ま
た
県
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
ク
ロ
ダ
イ
生
産
棟
が
完
成
し
、

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
振
興
を
図
り
ま
し
た
。 カ

ン
ト
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
幻
の
開

催
を
支
援
す
る
な
ど
、
全
国
に
向
け
て
総
合
的
な
イ
メ
ー

ジ
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博

一
周
年
を
記
念
し
て

J
E
T
記
念

フ
ェ
ス
タ
を
装
い
も
新
た
に
開
園
し
た
県
民
公
園
大
関
山

ラ
ン
ド
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
拓
く
人
材
の
育

成
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
富
山

県
未
来
財
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

4
富
山
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

(
8
/
2
)
 

富 山県総合運動公園陸上競技場

開園式

富山県中央植物園開園式

食品研究所10周年式典

とやまテクノフェア'93(-4日)

環 日本海貿易交流センター推進

事務局の設置

平成6年度全国高等学校総合体

育大会県民推進大会

第 1回環日本海インターハイ陸

上競技親善交流大会(- 3日)

第 9回富山県育樹祭

境川ダム竣工式

大規模林道・朝日 一大山線起工式

林業試験場樹木圏開園式

第 1回伝統医学セミナ一

環日本海映画祭(ー17日)

まなびピアとやま '94プレイベン

ト第5回県民カレ ッジ フェステ

イノ丈jレ

北陸新幹線糸魚川市・魚津市問

建設工事起工式

第 1回看護の翼(ー18日)

知事のまちまわり(福岡町)

プレ技能五輪フォーラム

とやま国際環境会議(ー28日)

日本海国土軸推進大会

知事のまちまわり(小矢部市)

一日部長辞令交付式

日露極東知事会議(-10日)

一日部長による一日庁議

第 3回全国産業教育フ ェア

( -21日)
富山技術 開発財団設立10周 年記

念事業

第 9囲イメー ジディ レクター懇
壬火.，6..
記k.=

10月2日

10月6日

10月7日

10月8日

10月11日
10月12日

10月 1日

10月13日

10月15日

10月20日
10月26日
10月28日
10月29日
11月8日

11月9日

11月17日
11月18日

11月19日

11月30日

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
先
端
技
術
開
発
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
技
術
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
事
業

を
実
施
し
て
中
小
企
業
の
技
術
開
発
力
の
強
化
を
支
援
し

ま
し
た
。
ま
た
緊
急
経
営
支
援
資
金
、
地
域
産
業
対
策
資

金
等
の
制
度
融
資
の
大
幅
な
拡
充
な
ど
景
気
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
他
、
和
漢
薬
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
新

分
野
の
研
究
開
発
を
進
め
た
ほ
か
、

伝
統
医
薬
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
富
山
く
す
り
フ

ェ
ア
の
開
催
を
支
援
し
ま
し
た
。

ノ
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宇
奈
月
国
際
会
館
「
セ
レ
ネ
」
の

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
等
を
支
援
す
る
な
ど

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
振
興
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
き
い
き
富
山
観
光
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
十
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
四
月
に

い
き
い
き
富
山
ま
る
ご
と

東
京
あ

っ
た
か
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
湯
の
開
催
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
韓
国
海
外
旅
行
博
覧
会
や
国
内
の
博
覧
会
等

に
出
展
参
加
し
、
観
光
と
物
産
の
宣
伝
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

10 

東
京

U
タ
l
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
に
相
談
補
助
員
を
配
置

し
、
機
能
を
充
実
し
た
ほ
か
本
県
出
身
者
へ
の
情
報
提
供

等
を
通
し
て
県
内
就
職
や

U
タ
l
ン
の
促
進
に
努
め
ま
し

た
。
民
間
団
体
等
が
受
け
入
れ
る
外
国
人
研
修
生
に
導
入

研
修
等
を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
初
の
地
方
開
催
と
な
る

来
年
の
第
三
十
二
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
向
け
て
、
十

月
に
、

プ
レ
技
能
五
輪
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

4

司
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
一
周
年
J
E
T

記
念
フ
ェ
ス
タ
(
8
/
泊
)

d
司

T
O
Y
A
M
A
N
o
w
i
n原
宿

(
3
/
却

i
m
)
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歴
史

y
文
化
探
訪
の
値
幅

富
山
県
民
会
館
分
館

金
岡
邸
包
内
山
邸

レ
ボ

タ

大
田

紀
子
(
ミ
ス
マ
リ
l
ン
)

売
薬
文
化
が
見
、
人
マ
〈
}

富
山
県
民
会
館
「
金
岡
邸
」

内
山
邸
の
正
面
に
立
つ
と
、
豪
農
と
は
い
え
、

「
こ
れ
が
本
当
に
農
民
の
住
ま
い
?
」
と
思
う
ほ
ど

立
派
な
屋
敷
構
え
に
ま
ず
驚
き
ま
し
た
。

内
山
家
は
、
富
山
藩
の
命
で
神
通
川
の
中
州
を
新

田
開
発
し
た
大
百
姓
で
、
代
々
の
当
主
は
村
々
を
監

督
し
村
役
人
ま
で
も
支
配
す
る
力
を
持

っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

「
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
/
・」
そ
ん
な

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
金
岡
邸
の

庖
構
え
。
明
治
初
期
の
金
岡
薬
庖
を

で
き
る
限
り
復
元
し
た
と
い
う
庖
舗

内
に
は
当
時
の
姿
を
し
た
人
形
が
出

迎
え
て
く
れ
る
の
で
、
思
わ
ず
「
反

魂
丹
を
く
だ
さ
い
な
」
な
ん
て
言

つ

て
し
ま
い

そ
う
で
す
。

...庭園から見る内山邸

大
部
分
が
慶
応
四
年
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う
屋
敷
内
に
入
る
と
、
い
ろ

り
部
屋
の
ほ
か
居
間
、
座
敷
部
屋
、

大
広
間
な
ど
い
く
つ
も
の
部
屋
が
あ

り
、
ま
た
明
治
期
の
政
治
家
や
文
人

と
の
突
流
か
ら
生
ま
れ
た
貴
重
な
文

化
遺
産
で
あ
る
書
画
や
民
族
資
料
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
当
時
の
内
山
家
の

繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
特

に
漢
詩
や
茶
道
を
好
ん
だ
十
二
代
内

山
外
川
は
、
表
座
敷
や
書
院
、
茶
室
、

そ
し
て
広
大
な
庭
に
財
を
注
ぎ
込
み
、

風
流
の
粋
を
尽
く
し
た
そ
う
で
す
。

富
山
県
の
伝
統
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

る
「
富
山
売
薬
」
は
、
元
禄
時
代
・
富
山
藩
二
代
の
藩
主

前
田
正
甫
の
頃
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
、
三
百
年
の
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
明
治
初
期
の
薬
種
商
の
庖
舗
を
復
元
し
、
薬

業
資
料
を
展
示
し
て
い
る
富
山
県
民
会
館
分
館
「
金
岡
邸
」

と
、
十
三
代
に
わ
た
り
四
百
五
十
年
も
続
い
た
豪
農
の
館

「
内
山
邸
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一-

• 

薬
種
商
で
あ
っ
た
金
岡
家
は
売
薬
の
原
料
を
加
工

し
、
業
者
に
供
給
す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

庖
舗
内
に
は
大
変
貴
重
な
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
の
は
く

製
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
香
露
か
ら
製
造
さ

れ
る
じ
ゃ
香
は
伝
統
的
医
薬
品
の
主
要
原
料
と
し
て

と
て
も
高
価
な
も
の
だ
そ
う
で
す
。

庖
先
か
ら
奥
へ
入

っ
て
い
く
と
、
見
た
こ
と
も
な

い
よ
う
な
売
薬
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
約
百
五
十
種
も
の

川
村

生
薬
原
料
の
標
本
を
展
示
し
て
い

d

る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
せ
み
の
ぬ
け

が
ら
な
ど
薬
の
原
料
に
な
る
な
ん

て
信
じ
ら
杓
な
い
よ
う
な
も
の
も

あ
り
、
薬
効
を
聞
く
た
び
驚
い
た

り
感
心
し
た
り
。
昔
の
人
の
知
恵

っ
て
本
当
に
す
ご
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

ま
た
、
薬
を
手
作
業
で
作

っ
て

績
を
残
し
た
金
岡
家
四
代
の
資
料
な
ど
、
富
山
独
自

の
文
化
と
も
い
う
べ
き
売
薬
の
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
が

で
き
、
富
山
と
薬
と
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
を

改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
文
化
催
事
室
と
し
て
利
用
で
き
る
新
屋

で
、
日
本
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
庭
の
眺
め
を
十
分
堪
能

し
、
金
岡
邸
を
後
に
し
ま
し
た
。

風
流

a粋
5
尽
く
!
だ

豪
農
屋
敷

「内
山
邸
」

表
座
敷
の
外

て

う

す

ば
ち

で
は
、
手
水
鉢

の
水
が
ジ
ャ

リ

石
に
流
れ
る
と

て
も
き
れ
い
な

音
が
し
て
、
そ

の
よ
う
な
所
に

も
昔
の
人
の
風

流
な
心
配
り
が

感
じ
ら
れ
ま
し

月
見
台
に
立
ち
、
多
く
の
種
類
の
庭

木
や
名
石
を
配
し
た
広
大
な
庭
園
を
眺
め
て
い
る
と
、

そ
の
趣
に
心
が
奪
わ
れ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

紅
葉
の
色
づ
く
季
節
、
そ
し
て
し
だ
れ
桜
が
咲
き

誇
る
季
節
が
見
ご
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
四
季
折

折
の
彩
り
の
中
で
、
そ
の
当
時
の
人
た
ち
に
想
い
を

は
せ
な
が
ら
、
あ
な
た
も
こ
の
館
で
風
流
人
に
な
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

た
。
そ
し
て
、

...売薬展示室には珍しいものがいっぱい

14 

い
た
当
時
の
製
造
器
具
の
展
示

コ
ー
ナ

ー
で
は
私
も
薬
づ
く
り
(
?
)
に
挑
戦
。

製
丸
師
の
気
分
を
味
わ
い

ま
し
た
が
、

け

つ
こ
う
重
い

器
具
に
昔
の
人
は
ず
い

ぶ
ん
肩
が
こ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
売
薬
さ
ん
の
姿
を

思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
る
当
時
の

懸
場
帳
や
売
薬
版
画
な
ど
の
品
々
や
貴

重
な
文
献
、
そ
し
て
郷
土
に
偉
大
な
功

V表座敷にある手水鉢の前で至魚津

-内山邸案内図

一日中島大橋



23，716人(取議議査より)
236. 77km' 

北アルプスの霊峰銅岳の登山基地である馬場島には、キ

ャンプ場等の施設が整う剣岳青少年旅行村がある。

環境庁の名水百選に選定されている「穴の谷の霊水」は、

霊験あらたかとされ、大岩山日石寺とともに、県内外から

の観光客が絶えない。
主性 、よ

銑

央のさ1執

人口

面積

穴
の
谷
の
霊
水
と
こ
ん
に
ゃ
く
が

ド
ッ
キ
ン
グこ

ん
に
ゃ
く
ソ

l
メ
ン
「
つ
る
り
ん
ぱ
」

全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
穴
の
告
の
霊
水
。

そ
の
名
水
入
り
の
-
}
ん
に
ゃ
く
ソ

l
メ
ン
が
、

今
年
五
月
、
町
の
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
北
ア

ル
プ
ス
塾
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
。
上
市
町
商

工
会
の
生
駒
さ
ん
と
勝
原
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

「
町
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
ま
ず
特
産
品
を

作
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
ん
で
す
」
町
民

か
ら
名
水
を
活
用
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
。

そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
で
実
現
さ
せ
た
の
が
「
つ
る

り
ん
ぱ
」
で
あ
る
。
「
つ
る
り
ん
ぱ
は
、
へ
ル
シ

l

食
品
な
ん
で
す
よ
」
低
カ
ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維

』

F

北
ア
ル
プ
ス
塾
の
み
な
さ
ん

明治・大正時代の空気が

j票っていた

‘蓄音機・ラジオ・

電話など

山本豊ーさん

そ
こ
に
は
何
十
年
も
前
に
使
わ
れ
て
い
た
生
活
用

品
が
静
か
に
並
び
、
昔
の
暮
ら
し
が
目
の
前
に
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

「
若
い
頃
か
ら
古
び
た
物
を
集
め
る
の
が
好
き
だ
っ

た
ん
で
す
よ
」
と
語
る
の
は
東
種
地
区
の
山
本
さ
ん
。

家
の
近
く
の
、
昔
は
公
民
館
だ
っ
た
と
い
う
建
物
へ

案
内
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
に
入
る
と
歴
史
の
教
科
書

に
出
て
く
る
よ
う
な
農
具
や
山
仕
事
に
使
う
道
具
、

ワ
ラ
工
品
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。

二
階
に
は
、

明
治
・
大
正
時
代
の
陶
器
、
衣
服
、
電
話
な
ど
の
生

活
用
品
が
ず
ら
り
と
置
い
て
あ
り
、
暗
い
電
灯
も
手

伝
っ
て
か
、
そ
の
部
屋
に
い
る
と
、
昔
に
逆
戻
り
し

た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ

る
。
「
全
部
で
四
百
種
類
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
ね
。
他

民具収集家

や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
む
こ
ん
に
ゃ
く
を
、
あ
っ

さ
り
と
し
た
味
で
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
。
満
腹
感
も

得
ら
れ
る
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
最
適
で
あ
る
。
奇

跡
の
水
と
い
わ
れ
る
穴
の
(
〈
口
の
霊
水
の
効
用
も
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い

。

「ソ

l
メ
ン
の
よ
う
な
喉
ご
し
に
な
る
よ
う
細
く

す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
ね
」
し
か
し
そ
こ
は
異
業

種
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
発
揮
し
て
専
用
の
製
造
機
械

を
開
発
。
ま
た
原
料
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
も
町
内
で

調
達
で
き
る
よ
う
農
家
や
地
元
の
高
校
に
栽
培
し
て

も
ら
う
こ
と
に
-し
九
そ
う
だ
。

「
ま
だ
町
お
こ
し
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば

か
り
で
す
」
こ
ん
に
ゃ
く
を
使
っ
た
第
二
、

商
品
も
現
在
開
発
中
と
い
う
北
ア
ル
プ
ス
塾
。 第

σ〉

同丁

お

こ
し
へ
の
挑
戦
か
ら
今
度
は
ど
ん
な
新
し
い
も
の
が

生
み
出
さ
れ
る
の
か
期
待
し
た
い

。

に
も
ダ
ル
マ
の
置
物
や
仏
教
画
、
吉
本
な
ど
も
持
っ

て
い
ま
す
よ
」
山
本
さ
ん
は
、
六
十
年
以
上
か
け
て

周
辺
の
集
落
や
古
物
商
な
ど
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
集
め

て
き
た
と
い
う
。
改
築
や
新
築
す
る
家
に
出
か
け
て

い
っ
て
処
分
さ
れ
そ
う
な
古
い
民
具
な
ど
を
譲
り
受

け
る
こ
と
も
多
い
そ
う
だ
。

「
こ
う
し
た
品
物
も
そ
の
時
代
の
暮
ら
し
を
知
る

意
味
で
残
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
」
こ
れ
か
ら
は
集
め
た
物
を
整
理
し

て
冊
子
に
ま
と
め
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
そ
う

で
、
完
成
す
れ
ば
貴
重
な
資
料
と
な
る
に
違
い
な
い

。

北
ア
ル
プ
ス
の
よ
う
に
雄
大
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
た
い

北
ア
ル
プ
ス
吹
奏
楽
団

「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

好
き
な
吹
奏
楽
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
ね
」
と

そ
ろ

口
を
揃
え
て
語
る
の
は
、
北
ア

ル
プ
ス
吹
奏
楽
団
の
部
長
の
宮

崎
さ
ん
と
指
揮
者
の
伊
藤
さ
ん
。

こ
の
楽
団
は
、
昭
和
六
十
年

に
北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
た
の
を
契
機
に
、
同

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
結
成

さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
高
校
を

卒
業
す
る
ま
で
吹
奏
楽
部
に
所

属
し
て
い
た
人
た
ち
で
、
平
均

年
齢
は
二
十
一
歳
と
若
い

。
毎

神滞〆

4・‘ s 
I~ l 

年
秋
に
聞
か
れ
て
い
る
町
の
音
楽
祭
の
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
し
て
い
る
。

「
文
化
セ
ン
タ

ー
に
来
る
と
楽
し
く
て
仕
事
の
疲

れ
も
忘
れ
ま
す
ね
」
こ
の
楽
団
の
自
慢
は
、
毎
週
二

回
の
練
習
に
い
つ
も
三
十
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
る
こ
と
。
そ
れ
が
レ
ベ
ル
の
向
上
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

「
最
近
は
や
り
の
曲
も
ど
ん
ど
ん
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に

取
り
入
れ
て
い

ま
す
」
こ
の
楽
団
で
は
、
歌
謡
曲
か

ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
吹
奏
楽
曲
ま
で
数
十
曲
は
い
つ
で

も
演
奏
で
き
る
よ
う
に
練
習
を
積
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

「
来
年
は
結
成
十
年
で
初
め
て
の
楽
団
単
独
で
の
演

奏
会
を
開
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
」
こ
れ
ま
で
培

っ

て
き
た
実
績
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し

よ
う
と
し
て
い
る
北
ア
ル
プ
ス
吹
奏
楽
団
。
メ
ン
バ

ー
の
心
が
一
つ
と
な

っ
た
素
晴
ら
し
い
ブ
ラ
ス
の
響

き
は
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
観
衆
を
魅
了
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
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全
国
高
校
総
体
を
成
功
示
せ
よ
う
⑤

マ熱
ス山
ゲに

ム
開
催
期
間

開

催

地

〈
大
会
テ
l
マ
決
ま
る
〉

来年、開催される平成6年度全国高等学校総合体育大会(インターハ

イ)の総合開会式は平成6年ア月31目、富山県総合運動公園陸上競技場

で開かれます。

県実行委員会では、総合開会式を高校生のスポーツの祭典にふさわし

く、明るく、たくまし<、はつらつとした躍動感あふれるものとし、富

山県の特色を十分生かした演出とするため、諸準備を進めています。

その一環として、総合開会式の華である公開演技・式典音楽のための

マーチング、マスゲーム、吹奏楽、合唱、放送等の練習会ガ行われてい

ます。

去る竹月9日には、小杉町民体育館で、県下6校の女子高校生約900人
による公開演技のマスゲーム練習会が行われました。参加しだ高校生た

ちは、それぞれ真剣な表情で富山の四季をイメージした踊りの練習に取

り組んでいましだ。

平
成
六
年
十
月
六
日
(
木
)
か
ら
十
日
(
月
)
の
五
日
間

富
山
市
・
高
岡
市
・
黒
部
市
・
砺
波
市
・
小
杉
町

十
月
二
十
七
日
(
水
)
、
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
二
回
準
備
委
員
会
・
第
一
回
実
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
基
本
構
想
(
基
本
理
念
、
基
本
方
針
、
大
会
テ
l
マ
)
・
基
本
計
画
概
要
案
が

承
認
さ
れ
、
大
会
テ
ー
マ
は
「
高
志
の
く
に
か
ら
ひ
ろ
が
る
学
び
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
中
沖
知
事
か
ら
「
富
山
県
全
体
を
学
習
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
こ
れ
ま
で
富
山
県

が
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
の
成
果
を
、
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
(
ロ
問
え
の
く
に
か
ら

ひ
ろ
が
る
学
び
」

一
《
趣

旨

》

こ
し
(
越
高
志
)
の
く
に
は
、
古
代
北
陸
地
方
の
総
称
で
あ
る
。

県
民
総
参
加
の
も
と
、
富
山
の
学
び
心
と
実
践
の
姿
が
全
国
の
す
ぐ
れ
た
一

一
学
習
活
動
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
よ
く
学
ぴ
よ
く
生
き
る
よ
ろ
こ
一

一
ぴ
」
の
新
し
い
発
見
と
感
動
が
こ
だ
ま
し
、
世
界
に
未
来
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
一

一
く
こ
と
を
願

っ
た
も
の
で
あ
る
。

一

ー
と
や
ま
独
自
の
方
法
で
全
国
に
発
信
|

【
基
本
理
念
】
と
【
基
本
方
針
】

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
人
々
の
学
ぴ
を

一
層
ひ
ろ
げ
る
た
め
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
祭
り
)
が
本
来
持

つ
、
連
帯
を
深
め
、

未
来
を
創
造
す
る
力
を
、
と
や
ま
独
自
の
方

法
で
湧
き
立
た
せ
、

二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
人
と
地
域
の
新
し
い
あ
り
方
を
高
ら
か

に
提
言
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
ま
す
。

-第六回全国生涯学習フェスティJtJレ
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立山山麓スキm場
ォ，72bヴワzスティパル

立
山
山
麓
ス
キ

l
場

(
極
楽
坂

・
ら

い
ち
ょ
う
バ
レ

l

・
あ
わ
す
の

)
合
同

の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を

ロ
月
旧
日
(
日
)
午
前
日
時
犯
-分
か
ら、

ら
い
ち

ょ
う
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
に
お
い

て
行
い
ま
す
。

佐
々
成
政
ス
キ

l
行
列
、
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
フ
ラ
イ
ト
、
雪
恋
鍋
の

サ
ー

ビ
ス
や
宝
さ
が
し
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
で
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

同
配
同
一

立
山
山
麓
ス
キ

l
場
協
議
会

告

0
7
6
4
・
4
4
・
2
1
3
7

親
と
子
で
み
る
現
代
美
術

「
ま
な
ぷ
あ
そ
ぶ
美
術
の
世
界
」
展
開
催

.
富
山
県
立
近
代
美
術
館
・

ω年
ロ
月
間
日
(
土
)
f
)

例
年
1
月
初
日
(
日
)

一
見
、
不
可
解
で
難
解
な
も
の
に
見
え
が
ち
な
今
日
の
美
術
。

し
か
し
、
少
し
の
き
っ
か
け
や
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
だ
れ
に
も
親

し
め
る
美
術
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

親
と
子
で
み
る
現
代
美
術
「
ま
な
ぷ
あ
そ
ぶ
美
術
の
世
界
」

展
は
、
こ
う
し
た
現
代
の
美
術
を
大
人
は
も
と
よ
り
子
ど
も
た
ち

も
興
昧
の
も
て
る
親
し
み
ゃ
す
い
も
の
に
と
考
え
、
企
画
し
た
展

覧
会
で
す
。
わ
か
ら
な
い
美
術

1
現
代
美
術
と
い
う
先
入
観
を
捨

て
、
親
子
で
美
術
の
世
界
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し
い

発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

第
お
回

場
所

問
合
せ

人々が働き、学び、憩い集うまち。

いきいきとした、ゆとりとやすらぎのあるまちを創る

だめlこは、まちの主人公で‘あるあなた自身ガ、「わがまち」

に対する関l山を深めることが大切です。

いま、「まちの表情や、まちを舞台とした人々の活動」

をテーマとしだ写真を募集しています。みなさんもこの

機会に「わがまち」を見つめ直してはいかがでしょうか。

応募締切り 平成6年 1月刊日

問合せ 県庁都市計画課企0764・44.3346

今年の税金は今年のうちに
【12月は納税強調月間です】

そろそろ年の瀬も追ってきましたが、まだ

納め忘れの税金はありませんか。 もし 、あり

ましたら、お手元の納税通知書又は納付書 を

ご持参のうえ、最寄りの金融機関又は県税事

務所でお早めに納めてください。

なお、 12月29日(樹から 1月 3日(月)までの問、

県税事務所の窓口業務を休ませていただきま

す。年末に税金を納められる方は、 金融機関

をご利用ください。

(なお、今年から金融機関は、 12月31日が休

業 となりますので、ご注意ください。)

観
覧
料

一
般

2
0
0
(
1
6
0
)
円

一口同

・
大
学
生

1
6
0
(
1
0
0
)
円

小

・
中
学
生

1
0
0
(
6
0
)
円

(
)
内
は
白
人
以
上
の
団
体

富
山
県
花
き
品
評
会

国際時代f~ふ1~J ト、
人権意識5育マハ

~月 4 日 IIIDJ 日は | 

人権週間 | 

県内の銀行、信用金庫、農協、漁協、信用組合又は県税

事務所で納めてください。

-県税の所管区域図 (平成 5年 4月 1日現在)

詳
し
く
は
、
富
山
近
代
美
術
館

(
0
7
6
4
)
2
1
・
7
1
1ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

世界人権宣言45周年

20 

暴
力
的
な
騒
音
が

規
制
さ
れ
る
条
例
か

制
定
さ
れ
ま
し
た

「拡
声
機
に
よ
る
暴
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
が
成
立
し
、

平
成
5
年

H
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

拡
声
機
か
ら
叩
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
地
点
で
測
定
し
た
音

量
が
「
お
デ
ジ
ベ

ル
」
を
超
え
る
音
を
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
選
挙
運
動
等
政
治
活
動
や
、
災
害
、
事
故
等
の
警
戒

活
動
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
学
校
等
の
業
務
、
祭
礼
や
運
動

会
等
地
域
の
行
事
な
ど
は
、
除
外
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
警
察
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

富
山
県
嘗
察
本
部

8
0
7
6
4
-
m
・
2
2
1
1

. 県税事務所所在地

一一 県税事務所境

ーーーー 市町村境

21 

県税の取扱い・相談は

県税についての相談や苦情がありました ら、お気軽に

下記の県税事務所までご連絡ください。

事務所等 所 在 地

富山県税事務所 富山市舟橋北町ト11宮 (0764)41ー2551

自動車税センター 富山市新庄町馬場39-6fi( 0764) 24-921 1 

高岡県税事務所 高岡市赤祖父 211 fi(0766)21-9411 

魚津県税事務所 魚津市新 宿 10-7 fi(0765)24-5311 

砺波県税事務所 砺波市三奪回Tト 7fi(0763)33-5151 

富山県総務部税務課 富山市新総幽輪ト 7宮 (0764)3ト4111

*国の税金は税務署へ

市町村の税金は市役所または町村役場へ

花
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
ゆ
と
り
と
潤
い
を
与
え
、
見
る
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
花
の
美
し
さ
と
花
づ
く
り
の
技
術
を
競
う

第

お
回
富
山
県
花
き
品
評
会
が
、
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

菊
を
始
め
と
す
る
切
花
、
シ
ク
ラ
メ
ン
等
の
鉢
物
な
ど
、
加
数
品
目
、

約
1
5
0
点
が
出
展
さ
れ
る
ほ
か
、

当
日
は
、
冬
の
草
花
に
親
し
む
花
の

講
習
会
や
鉢
花
及
ぴ
切
花
類
な
ど
の
即
売
会
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
下
さ
い
。

期
間

平
成

5
年
ロ
月
刊
日
(
土
)
午
後

1
時

1
4
時

ロ
日
(
日
)
午
前

9
時
j
午
後

3
時

富
山
県
花
総
合
セ
ン
タ
ー
(
エ
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
)

砺
波
市
高
道
特
番

3

(8
0
7
6
3
・
辺

・
1
1
8
7
)

県
農
産
園
芸
課
(
包
0
7
6
4
・
引

・
4
1
1
1
内
線

3
8
7
5
)

ま
た
は
、
県
花
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で



北
陸

3
県
統
一

年
末
の
受
通
安
全

県
民
運
動
の
実
施

位
月
竹
自
由
か
ら
ロ
月
初
日
制
ま
で

4
1
、
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
防
正

2
、
高
齢
者
の
受
通
事
故
防
正

3
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

4
、
迷
惑
駐
車
の
追
放

を
重
点
目
標
に
年
末
の
受
通
安
全
県
民
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

年
末
は
、
交
通
の
混
雑
、
降
雪
(
積
)
等
に

よ
り
道
路
状
況
が
悪
化
す
る
ほ
か
、
飲
酒
の

機
会
ガ
多
く
な
る
こ
と
や
、
気
ぜ
わ
し
さ
も

加
わ
っ
て
例
年
受
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
年
末

を
無
事
故
で
送
り
、
笑
顔
で
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

年!語
末慢
の陪
嚢|・
2扇内2

安I~

69 2 県口
民頃

スノーデーは、 120 
スローデー。 動|目

年め暮れみん恕マ守ちう明3ν社会

年
末
は
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
、
ち
ょ

っ

と
し
た
不
注
意
で
、
思
わ
ぬ
事
件
や
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

警
察
で
は
、
年
末
防
犯
運
動

(年
末
警
戒
)
を
展
開
し
、
繁
華
街
や
多
く
の

人
出
が
予
想
さ
れ
る
場
所
を
中
心
に

パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

防
犯
は
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

が
大
切
で
す
。
地
域
で
行
わ
れ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
各
種
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
犯
罪
の
な
い
明
る

い
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。
年
末
防
犯
の
ポ
イ
ン
ト

0
外
出
す
る
と
き
は
、
必
す
カ
ギ
を
か
け
る

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
銀
行
等
で
多
額
の
現
金
を
出
し
入
れ
す
る

と
き
は
、
充
分
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

0
訪
問
販
売
等
の
場
合
、
す
ぐ
に
飛
び
つ
か

す
、
よ
く
考
え
て
、
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、
嘗
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

情報工房パソコン教室
社内報・町内会報がやさしく作成できる

く/やノコンで作るミ二コミ紙教室〉

・内容 OTPソフトで紙面の編集制作実習

・日時 1月刊臼(水)・竹日(木)・12日(金)午前3日間

・定員 16名 〈申込み順に受{寸け〉

・受講料・教材費無料

・場所富山県情報工房パソコン研修室

・問合せ ・申込み富山市高田527
富山県情報工房 fi0764・44・7887

富山県埋蔵文化財センター

企画展「富山の縄文士器」
県内の遺跡、か ら出土した縄文土器とそれに関連する

資料を展示し、 人々の生活の中で、土器が果たした役割

を探ります。あわせて近年の発掘調査の速報展を行い

ます。

〔期間〕 平成5年10月26日(火)から平成6年5月26日同 まで

〔休館日 〕 土曜日、 日曜日 、国民の祝 日、

年末年始(12/28 -1 /4) 
〔入館料〕 無料

※詳しく は、 富山県埋蔵文化財セ ンタ ーへ

(fi0764・34・2814)

受講生募集

0行列への割り込みや、押 し合いはやめましょう 。

0階段や坂道、狭い出入り口は特に危険です。慌

てずに、ゆっ くり歩きま しょう 。

0お年寄りや子供は転びやすいため、周りの人は、

いたわってあげましょう 。

0車の割り 込み等、他人に迷惑をかける行為はや

めましょう 。

o泥酔して、混雑する場所へ出かけないよ うにし

ましょう 。

年末年始の
雑踏事故防止
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年末年始の各種催し物P初詣な どは、大変

混雑が予想されます。

お出かけになる方は、 明るく 清々 しい年末

年始となるように次のことに心がけまし ょう。

日 曜 献 血場所 時 間

富山市役所前 9 :00 ~ 16 : 00 
5 水

高岡市役所前 9 : 30 ~ 15 : 30 

6 木 砺波市役所前 10 : 00 ~ 16: 00 

7 金 新湊市役所前 9:30~ 15:30 

11 火 小矢部市役所前 10 : 00 ~ 1 5 : 30 

富山西武デパー ト前 10 : 00 ~ 16 : 00 
15 土

JR高岡駅前 10 : 00 ~ 1 5 : 30 

16 日 富山西武デパート前 10 : 00 ~ 16: 00 

17 月 入善町役場前 1 2 : 30 ~ 1 5 : 30 

22 土 魚津市「サンフ。ラザ」ショ ッピングセンター 10 : 00 ~ 1 5 : 30 

28 金 宇奈月町役場前 1 2 : 30 ~ 1 5 : 30 

1宵街頭献血日程

環日本海映画祭(-17日)

丘の夢牧場 ビーフフェ ア'93
まなび ピアと やま'94プレイ ベン卜 第5回県民

力レ ッジ フ ェ ス テイ j~' )レ

北陸新幹線糸魚川市 ・魚津市間建設工事起工

式

第1回看護の翼(ー18日)

知事のまち まわ り(福岡町)

第10回特産王国とやま フェステ ィパル

(~ 17日)

10月11日

10月12日

10月13日

10月15日

10月16日

10月17日
10月20日

10月21日

第27回富山県職業能力開発フェア (-23日)

とやま国際環境会議(-28日)

日本海国土軸推進大会

知事の まちまわ り(小矢部市)

10月22日
10月26日
10月28日

10月29日

※都合により変更する場合がありま すので、当日 の新聞・テ

レビの街頭献血案内等でご確認くださ い。

。富山県赤十字血液セ ンターでは、毎土曜日の午後も 開所し

(祝祭日除く)、献血を受け付けています。

富山県赤十字血液センター 富山市飯野26-1fi(0764)5ト5555
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11月2日

一日部長辞令交付式

日露極東知事会議(-10日)

11月8日

11月9日
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℃
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い
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撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

エ
ッ
セ
イ
/
高
沢

滋
人

ひ
と
/
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ
ラ
|
-
ジ
ャ

ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ

①
看
護
の
翼

②
プ

レ
技
能
五
輪
フ
ォ
ー
ラ
ム

③
と
や
ま
国
際
環
境
会
議

④
日
露
極
東
知
事
会
議

特
集
/
県
政
、
こ
の
一
年

P
I
N
U
D
E
T
O
Y
A
M
A
 

撮
影
/
赤

羽

仁

諭

と
や
ま
遊
学
感
/
県
民
会
館
別
館
金
岡

邸
&
内
山
邸

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
/
上
市
町

高
校
総
体
を
成
功
さ
せ
よ
う
⑤

ま
な
び
ピ
ア
加
の
概
要
②

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

p p 

12 6 
P 
14 

p p p p 

20 19 18 16 十
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
県
内

三
会
場
で
全
国
の
職
業
科
の
高
校
生
が
参
加
し

て
第
三
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
で
あ
る
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ

ョ
ー
に
は
井
波
高
校
家
政
科
の
皆
さ
ん

も
参
加
。
着
物
の
着
付
け
や
艶
や
か
な
着
物
姿

を
披
露
し
て
、
会
場
を
多
い
に
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

ES達詞属加困層
富山県受通事世相談所東別館11暫
ft(0764)31-4111内4400

-・I~;院~・E・f'"ヨ・・

-哩IUJ~曹司・E・E~.
高齢者や家族の心配ご、と、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

宮 (0764)41-4 1 10 

-町長官制帽両町4・R・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

合 (0764)32-9233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777 

-・・・・・且弓.，~彊個・~唖~"F.__ _ 

寛
談

日

・
相

いわ〔U

法
な

化
、!

商
ん

ル
川

質

ど
。
ヮ
〈

悪

、
す
-一
E

.
ど
ま

ヨ
4

題
な

じ

心

問

剤

応

市

庭

い

も

ω

家
せ

に

宮

富山市新総曲輪ト7(県庁内)

宮 (0764)31-4111杭)

31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411附)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311杭)

砺j皮市幸町ト7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151舵)

室談キ目民県

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

-・・・・E姐-狙E・a皿盟・・・・・

盲
友
、
は
鱈
鍋
・

た
ら
は
ヌ
ラ
で
も

北
陸

の
冬
は
、
グ
ル
メ
の
季
節
で
あ
る
。

お
い
し
い
刺
身
が
そ
ろ
い
、
う
ま
い
焼
魚
も

多
い
。
寒

い
夜
は
鍋
物
も
良
い
。
た
ら
鍋
は
ど

う
で
あ
ろ
う
。

へ
た
ら
た
ら
と
汗
を
ふ
く
い
の
御
献
上

北
陸
の
「
寒
鱈
」
は
、
「
天
然
氷
」
と
と
も

に
、
越
前
福
井
藩
主
か
ら
将
軍
家
へ

の
献
上
品

で
あ
っ
た
。

グ
ツ
グ
ツ
と
煮
え
る
た
ら
鍋
の
あ

っ
さ
り
と

し
た
味
は
格
別
。
た
ら
の
脂
質
は
一
%
未
満
だ

が
蛋
白
質
は
十
六
%
と
多
く
、
滋
味
あ
ふ
れ
、

心
ま
で
あ
っ
た
ま
る
。

た
ら
の
旬
は
冬
。
そ
の
肉
の
自
身
と
あ
わ
せHe

っ

て
「
鱈
」
と
書
く
。
大
き
な
胃
袋
を
も
ち
、
雑

」

よ

く

ど

λ
し
ょ
く

食
・

貧
食
の
魚
で
あ
る
。
エ
ビ
・
力
二

・
イ
カ
・

タ
コ
・
カ
レ
イ
に
貝
と
手
あ
た
り
次
第
に
口
に

し
、
空
腹
の
時
は
共
喰
も
す
る
。

深
海
の
魚
で
、
餌
が
少
な
い
か
ら
食
い
だ
め

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ず
、
驚
異
的
な
消
化
力
を

持

つ
。
。
た
ら
ふ
く
。
に
な
る
ま
で

か
や
た
ら
。

に
食
う
か
ら
、

胃
潰
療
の
鱈
が
多
い
。

食
欲
も
旺
盛
だ
が
、
性
欲
も
強
い

。
冬
期
・

一
一
月
末
ま
で
に
放
卵
し
、
オ
ス
・
メ
ス
入
り
乱

れ
て
受
精
す
る
。
四
、
五
歳
か
ら
産
み
は
じ
め
、

一
腹
に
数
百
万
粒
の
卵
を
持
ち
、

生
涯
に
十
回

く
ら
い
産
卵
す
る
。
こ
の
た
め
、

一
匹

の
メ
ス

は
五

千
万
粒
も
放
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

成

長
で
き
る
の
は
わ
ず
か
数
尾
と
い
う
の
が
現
状

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くださいo

ft(0120)16-7400 (県庁県民生活課内)

県わらの木、ソトニ三一久見て鳳1て之意見をお寄せください。

同即日閉山副首ム
・FMとやま | ・北日本、富山、読売、北陸中日、

いホットラインJ 朝日、毎日

内各地からホットな話題をク | 毎月第己、最終土曜日

毎週月~金曜日 AM9:50-9:55 
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で
あ
る
。

ヘ
雪
道
と
た
ら
汁
は

あ
と
ほ
ど
い
い

キ
ク
(
白
子
)
や
キ
モ
(
肝
臓
)
を
入
れ
た

た
ら
汁
は
、
冬
も
い
い
が
、
富
山
で
は
初
夏
の

風
物
詩
。
宮
崎
浜
や
四
方
浜
は
有
名
で
あ
る
。

こ
ち
ら
は
、た
ら
は
た
ら
で
も
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、

「
鯨
」
と
書
く
。
中
層
魚
で
、
底
魚
で
は
な

い

の
に

〈底
〉
は
変
?

マ
ダ
ラ

(
鱈
)
は
、
た
ん
に
た
ら
と
呼
ぶ
が
、

す

け

と

す

け

そ

う

ス
ケ
ト
ウ
の
方
は

。
佐
渡
。
と

か
助
宗
。
の
両

の

え

ん

た

ひ

め

λ

た

方
あ
り
、
韓
国
で
は

か
太
魚
ヘ
中
国
は

か
明
太

魚
ヘ
富
山
で
は
き
じ
だ
ら
を
略
し
て

H

き
だ
ら
。

と
言
う
。

つ

ゆ

〈
梅
雨
〉
ど
き

に
よ
く
獲
れ
、
ま
た

〈
お
つ

ゆ
〉
に
し
て
う
ま
い
と
い
う
両
方
か
ら
か
、
。
つ

ゆ
だ
ら
。
と
も
呼
ぶ
。

た
ら
汁
は
鯨
で
、

た
ら
鍋
は
鱈
な
の

で
あ
る
。

富
山
湾
で
と
れ
る
タ
ラ
科
は
、
マ
ダ
ラ

・
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
・
コ
マ
イ
の
三
種
類
。
特
徴
は、

せ

び

れ

し

り

び

れ

O
背
鰭
が
三
基
・
磐
鰭
が

ニ
基
|

|
と
多
く
、

O
下
あ
ご
に
ひ
げ
が
あ
る
1
1
4
北
方
系
の
魚

(
下
図
参
照
)
。
コ
マ
イ
は

「
突
鱈
」
と
書
き
、

上
あ
ご
が
長
い
(
鯨
は
下
あ

ご
が
長
い
)
の
で

鱈
に
近
縁
の
魚
で
あ
る
。
鱈

・
鯨
に
較

べ
て
、

獲
れ
高
も
少
な
く
、
味
も
劣
る
の
で
問
題
に
さ

れ
な
い
。

ヘ、
逝
く
歳
や

む
・チューリ ップテレビ 毎週土曜日AM9:30-9:45

「志の輔のふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rl12万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

・北日本放送 毎週日曜日AM11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県で、す」

12/5 私たちのふるさとつ、くり@

12/12 花と緑がいっぱい

12/19 まなびピアとやま・94
12/26 県政、ごの一年

不刀
夏
の
魚底2

5十;

チ
リ
鍋
の
湯
げ
あ
た
た
か
く

コ

〈コマイつ

〈マダラ〉

津田武美絵 ・文



富
山
空
港
わ
ら
「
W

こ
の
冬
、
ど
の
よ
う
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
。

富
山
空
港
を
利
用
し
た
冬
の
旅
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

北
海
道
の
白
銀
の
世
界
を
楽
し
む
も
よ

し
、
韓
国
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
も
よ

し
、
ソ
ウ
ル
を
経
由
し
て
ハ
ワ
イ
の
ビ
ー

チ
で
の
ん
び
り
過
ご
す
も
よ
し
。

友
人
や
家
族
連
れ
で
心
が
ポ
カ
ポ
力
に

な
る
よ
う
な
思
い
出
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

-----R時「名

室台、~'‘くじら"がこんにち協

12月13日から15日の3日間、特別

デザイン機「マリンジャンボ0r.Jが

定期便として全国で初めて富山空港

にお目見えします。鯨をデザインし

た力ラフルな機体は、見る人の目を

十分に楽しませてくれることでしょ

っ。
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